
№ 分野 町民の声 年齢 性別 回答

1
医療機関（診療料）

の拡充

子供が増えてきている為小児科を増やしてほしい。

10～20代 女性

浪江診療所において、令和5年9月から小児科の診療を開始（月2回）しています。

また、令和6年2月からは小児科オンライン診療も開始しています。

診療日以外の日時においては、オンライン診療で対応し、夜間や休日もご利用いただけます。

2
医療機関（診療料）

の拡充

町内で皮フ科眼科歯科等を増やしてほしい。

40代 女性

民間の医療機関の再開、新規開設がなかなか進まないところですが、当町をはじめとする双葉地方における

医療体制は、一つの自治体だけで医療機能を完備する対応には限界があり、広域的な医療連携が不可欠と

なっています。今後、県立大野病院の後継病院が大熊町に設置される予定となっていることから、この後継

病院を核として、地域全体で必要な医療サービスを受けていただける環境づくりを進めていきたいと考えて

おります。

また、診療所内に専門科目の増設するのではなく、近隣の医療機関と連携を図りながら対応させていただい

ております。

3
医療機関（診療料）

の拡充

大規模な医療機関が必要だと思う。又は近くの大規模医療

機関への交通機関や方法のサポート。
60代 男性

当町をはじめとする双葉地方における医療体制は、一つの自治体だけで医療機能を完備する対応には限界が

あり、広域的な医療連携が不可欠となっています。今後、県立大野病院の後継病院が大熊町に設置される予

定となっていることから、この後継病院を核として、地域全体で必要な医療サービスを受けていただける環

境づくりを進めていきたいと考えております。

4
医療機関（診療料）

の拡充

医療も商業施設も、ほとんどが南相馬市頼りなので、町内

で充実して欲しい。
60代 女性

当町をはじめとする双葉地方における医療体制は、一つの自治体だけで医療機能を完備する対応には限界が

あり、広域的な医療連携が不可欠となっています。今後、県立大野病院の後継病院が大熊町に設置される予

定となっていることから、この後継病院を核として、地域全体で必要な医療サービスを受けていただける環

境づくりを進めていきたいと考えております。

5
医療機関（診療料）

の拡充

他町へ行っている町民が多いと思うので診療について拡充

すれば戻りたいと考えている人、判断のつかない人も変

わって来ると思う。
70代 男性

当町をはじめとする双葉地方における医療体制は、一つの自治体だけで医療機能を完備する対応には限界が

あり、広域的な医療連携が不可欠となっています。今後、県立大野病院の後継病院が大熊町に設置される予

定となっていることから、この後継病院を核として、地域全体で必要な医療サービスを受けていただける環

境づくりを進めていきたいと考えております。

6
介護・福祉施設

の充実

高齢の母親が町内持家に一人で住んでいるが、将来体が

弱った時に、受け入れてくれる施設がないのが心配。

60代 男性

安心して暮らせるまちづくりのため、介護サービスの充実は重要な課題と捉えています。

現在、全国的な介護人材不足や、町内の居住人口規模における施設の維持運営など、様々な課題があるの

も事実です。

こうした状況から、町外の介護サービスを町内へ提供促進するための施策を進めるとともに、令和７年度に

包括連携協定を締結した「社会福祉法人博文会・浪江町社会福祉協議会・浪江町」の３者において、町内

の介護サービスの充実に向けた取組の推進を検討していきます。

また、福島県において大熊町に整備を予定している中核的病院と双葉地域の介護医療連携の動向を注視し、

広域的な連携も含めて、当町の介護環境の充実に努めていきます。

7
介護・福祉施設

の充実

現在は自分の事は何とかなりますが、年を重ねていくう

ち、いつどこでどうなるか不安です。もう少し施設の内容

や、数があったら良いと思います。

60代 女性

安心して暮らせるまちづくりのため、介護サービスの充実は重要な課題と捉えています。

現在、全国的な介護人材不足や、町内の居住人口規模における施設の維持運営など、様々な課題があるの

も事実です。

こうした状況から、町外の介護サービスを町内へ提供促進するための施策を進めるとともに、令和７年度に

包括連携協定を締結した「社会福祉法人博文会・浪江町社会福祉協議会・浪江町」の３者において、町内

の介護サービスの充実に向けた取組の推進を検討していきます。

また、福島県において大熊町に整備を予定している中核的病院と双葉地域の介護医療連携の動向を注視し、

広域的な連携も含めて、当町の介護環境の充実に努めていきます。

8
介護・福祉施設

の充実

町内には短期、長期入所できる介護施設がないため、介護

施設を探すのが大変です。自分たちの老後もとても不安で

す。

60代 女性

安心して暮らせるまちづくりのため、介護サービスの充実は重要な課題と捉えています。

現在、全国的な介護人材不足や、町内の居住人口規模における施設の維持運営など、様々な課題があるの

も事実です。

こうした状況から、町外の介護サービスを町内へ提供促進するための施策を進めるとともに、令和７年度に

包括連携協定を締結した「社会福祉法人博文会・浪江町社会福祉協議会・浪江町」の３者において、町内

の介護サービスの充実に向けた取組の推進を検討していきます。

また、福島県において大熊町に整備を予定している中核的病院と双葉地域の介護医療連携の動向を注視し、

広域的な連携も含めて、当町の介護環境の充実に努めていきます。

9
介護・福祉施設

の充実

介護等これから先必要になるであると考えるので簡単な訪

問介護ができる会社。

70代 男性

安心して暮らせるまちづくりのため、介護サービスの充実は重要な課題と捉えています。

現在、全国的な介護人材不足や、町内の居住人口規模における施設の維持運営など、様々な課題があるの

も事実です。

こうした状況から、町外の介護サービスを町内へ提供促進するための施策を進めるとともに、令和７年度に

包括連携協定を締結した「社会福祉法人博文会・浪江町社会福祉協議会・浪江町」の３者において、町内

の介護サービスの充実に向けた取組の推進を検討していきます。

また、福島県において大熊町に整備を予定している中核的病院と双葉地域の介護医療連携の動向を注視し、

広域的な連携も含めて、当町の介護環境の充実に努めていきます。

10
介護・福祉施設

の充実

介護施設、デイサービスばかりではなく、施設にあずかって

ほしい。

70代 女性

安心して暮らせるまちづくりのため、介護サービスの充実は重要な課題と捉えています。

現在、全国的な介護人材不足や、町内の居住人口規模における施設の維持運営など、様々な課題があるの

も事実です。

こうした状況から、町外の介護サービスを町内へ提供促進するための施策を進めるとともに、令和７年度に

包括連携協定を締結した「社会福祉法人博文会・浪江町社会福祉協議会・浪江町」の３者において、町内

の介護サービスの充実に向けた取組の推進を検討していきます。

また、福島県において大熊町に整備を予定している中核的病院と双葉地域の介護医療連携の動向を注視し、

広域的な連携も含めて、当町の介護環境の充実に努めていきます。

11 商業施設の再開・充実 わざわざ南相馬市まで買い物に出ないといけないため。 30代 男性 生活必需品のほか、要望の高い業種について民間による店舗の進出を促す施策を検討します。

12 商業施設の再開・充実
夜帰宅時間でスーパーが開いていないもしくは買えるもの

が無い。
50代 男性

既存スーパーの営業時間に対する要望としてお伝えいたします。

13 商業施設の再開・充実

もっと商業施設の増加。特にホームセンター、ドラッグス

トア、食料品などのお店を増やせるように努力をお願いし

ます。

60代 男性

生活必需品のほか、要望の高い業種について民間による店舗の進出を促す施策を検討します。

引き続き、町内での生活環境（買い物環境）の充実に向け、誘致行ってまいります。

14 商業施設の再開・充実 品数が少ない（野菜・生魚）。 70代 男性 既存スーパーの商品に対する要望としてお伝えいたします。

15 商業施設の再開・充実
医薬品・ホームセンター・衣料品の店があれば便利です。

70代 女性
要望の高い業種について民間による店舗の進出を促す施策を検討します。

また、引き続き、町内での生活環境（買い物環境）の充実に向け、誘致行ってまいります。

16 現在の生活について

道の駅や、なみえふれあいげんきパークへ孫を遊ばせに連

れて行き、なつかしい思いを夫婦で持っている。復興の様

子を、目のあたりにしていきたい。子育てした大事な場所

なので、元の浪江以上に発展してほしい。

60代 男性

当パークをご家族の憩いの場としてご利用いただき感謝申し上げます。教育行政といたしましては、子ども

たちがのびのびと遊び、健やかに成長できる環境づくりが復興の基盤であると考えております。今後も施設

の安全な運営と機能充実に努め、次世代を担う子どもたちの笑顔があふれるまちづくりを推進してまいりま

す。



17 現在の生活について

年に数回浪江に戻ります。戻ると凄くホッとし気分が落ち

着くような気がします。故郷は良いものだと感じる此の頃

です。友人達に逢えないのが、残念でなりません。お茶を

飲んだり笑ったり、同じ趣味に興じていた頃が懐かしいで

す。

60代 女性

お気持ちを真摯に受け止めており、ご心労お察しいたします。

18 現在の生活について

自宅庭の除草に数回帰ります。自宅は解体し更地ですが植

木、花を植え心だけは浪江町民でありたいと思っていま

す。ご近所の草が伸びて来て大変ですので町民で土地所有

者に声かけ等して頂くと有難いです。

70代 女性

広報にて適時宅地等の適正管理をお願いしますと啓発しているところです。隣りの土地など場所を確定して

いただければ、町から所有者に対し適正な管理を伝えることは可能です。

19
生活（再建）支援

について

年に数回、お墓参りで浪江町に寄ります。町には以前のま

まの風景は少なく、何もなくなってしまった場所を見ると

寂しさを感じます。でも、当時の思い出が自然と蘇り、心

が温かくなる瞬間でもあります。特に浜の海の香りが大好

きで、その潮風に触れると町で過ごした日々や子ども時代

の思い出がよみがえります。町に人が戻るためには、住宅

を解体してしまい住む場所がないという人もいます。なの

で、住宅支援や給付金、仕事関係などのサポートが必要だ

と思います。生活、交通、医療の支援も大切です。町の人

たちが安心して戻れる日が一日も早く訪れることを願って

います。

30代 男性

●住宅支援について、町では町内にある住宅の再建費用、清掃費用、鳥獣害対策費用、引っ越し費用やそ

れに伴い帰還された場合について、各種補助を行っております。

また、災害公営住宅、福島再生賃貸住宅等211戸に加え、現在、JR浪江駅前に町営住宅の整備を進めていま

すので、町への帰還を検討される際には、住宅係へお問い合わせください。

●町外との交通手段は、JRと、南相馬市経由で福島市と結ぶ路線バスが運行しております。引き続き、JR

に対して増便等を要望するとともに、路線バスについても利便性向上を求めてまいります。

20
生活（再建）支援

について

浪江町への移動は、どうしても車移動になるので、ＪＲの

本数を増やすとか、バス路線を増やすとかの対策をしない

と、移動が難しい。特に、親世代は、運転させるのもする

のもハラハラしている。又、遠方に就職した子供たちも車

移動が多いので、高速道路利用の無償化は、とてもありが

たい。ただいつまでも…という訳にもいかないのであれ

ば、もっと交通の便利を考えてもらいたい。

50代 女性

町外との交通手段は、JRと、南相馬市経由で福島市と結ぶ路線バスが運行しております。引き続き、JRに

対して増便等を要望するとともに、路線バスについても利便性向上を求めてまいります。

また、高速道路利用の無償化は、町民の生活再建や帰還促進に不可欠な制度となっているため、引き続き国

に対して継続を要望していきたいと考えております。

21
生活（再建）支援

について

町の宝は子供かと思います。そこで若い人達が町に戻って

生活ができる職場、そこに子供が生まれるので、若者への

支援、子供への支援をお願いします。高齢者、要介護者が

いる世帯が多くいるかと思うので、介護、福祉施設の充実

をお願いします。（国、東電、町）と避難者との懇談会な

どをしていただけないでしょうか。県内（浜・中・会津）で

の開催。

70代 男性

●子育て世代が安心して戻れるよう、子育て・教育環境の充実は最重要課題です。乳幼児期から小中学校ま

で切れ目のないサポート体制を整えるため、子育て拠点支援施設整備、教育費の助成や放課後の居場所づ

くりなど、環境・経済両面から負担を軽減する施策を展開しています。今後も子どもたちが健やかに育つ教

育環境の充実に努めます。

●安心して暮らせるまちづくりのため、介護サービスの充実は重要な課題と捉えています。

現在、全国的な介護人材不足や、町内の居住人口規模における施設の維持運営など、様々な課題があるの

も事実です。こうした状況から、町外の介護サービスを町内へ提供促進するための施策を進めるとともに、

令和７年度に包括連携協定を締結した「社会福祉法人博文会・浪江町社会福祉協議会・浪江町」の３者に

おいて、町内の介護サービスの充実に向けた取組の推進を検討していきます。

また、福島県において大熊町に整備を予定している中核的病院と双葉地域の介護医療連携の動向を注視し、

広域的な連携も含めて、当町の介護環境の充実に努めていきます。

●町では、皆様との対話の機会として、県内・県外で概ね2年毎に定期的に「町政懇談会」を開催しており

ます。その他、町長への手紙や町ホームページなど、様々な形で皆様からのご意見を伺っております。意見

の内容に応じ、それぞれ必要な情報は、国・県・東京電力等にも伝えているところです。

今回頂いたご提案は、今後の生活再建支援に向けた貴重なご意見として参考にさせていただきます。

22
将来の生活に関する

考えについて

現在、個人的に保有している土地や家はないが、親や親戚

の土地や家の管理、墓の手入れ等で年数回浪江へ行くが、

将来どうなっていくのかはまったく決まっていないので、

今後の町の動向を見ながら考えていくようになると思いま

す。浪江町内に戻れている人と、戻らない人との温度差が

出て来ているように感じている。今生活している場所では

安心して暮らせているが、親や親戚も高齢になっているの

で浪江もだんだん遠のいてきている。

50代 男性

お気持ちを真摯に受け止めており、ご心労お察しいたします。

復興計画に基づき引き続き尽力してまいります。

23
将来の生活に関する

考えについて

魅力的な山間部なので、同じところに住みたいが、冬場の

生活が大変。2拠点生活出来れば、浪江町と関わっていけそ

うだ。

60代 男性

お気持ちを真摯に受け止めております。ご心労お察しいたします。

復興計画に基づき引き続き尽力してまいります。

24
将来の生活に関する

考えについて

自宅は壊して無いのですが今住んでいる原町から近いという

事もあり時々きて宅地内の草刈り草むしりをしています。

作業しながら目の前に広がる田んぼやまわりの風景を見て

いると何とも言えない位気持ちの安らぎを感じます。年齢

を思うと無理に家を新築して住むという事は無駄な事と思

います。十年若かったら現在住んでいる家を処分しても浪江

に戻って生活したいものだといつも思っています。

70代 男性

お気持ちを真摯に受け止めております。ご心労お察しいたします。

復興計画に基づき引き続き尽力してまいります。

25
元の住居や土地等の

管理・処分について

帰還困難地域の家を解体して更地にしたあとの土地をどう

すればいいのか負の遺産として子供らに残すのは避けたい。

国の方針としてどう考えているのか知りたいです。
50代 男性

引き続き特定帰還居住区域の解除並びに帰還困難区域の今後の方針等を国に求めてまいります。

26
元の住居や土地等の

管理・処分について

少しずつ復興が進んでいると思いますが１４年もたち子供達

も別々になりこれから何年行き来出来るのか土地はどうす

るのかどうしたら良いのか心配です。

60代 女性

引き続き特定帰還居住区域の解除並びに帰還困難区域の今後の方針等を国に求めてまいります。

27
元の住居や土地等の

管理・処分について

更地になっている土地をなんとかしたいです。年令的にも

遠い所にいるのでなかなか行く事が出来ずで、頭の中はい

つもその事でいっぱいです。苦労して買った土地なのでなん

とかしていただきたいです。町や県　国　東電などになん

とかお願いしたいと思っています。

70代 女性

引き続き特定帰還居住区域の解除並びに帰還困難区域の今後の方針等を国に求めてまいります。

28
自宅の現状（被害状況）

について

浪江町に両親が住んでいます。震災当時は新しかった家も

歳月が過ぎ、だんだん老朽化も進んできました。

この先、この家を建て替えるにもお金がかかるし、どうし

たらいいか迷っています。帰りたい気持ちもありますが、

仕事の事、家の事を考えると無理なのかなと思ってしまい

ます。

50代 男性

町では、町内にある住宅の再建費用、清掃費用、鳥獣害対策費用、引っ越し費用やそれに伴い帰還された

場合について、各種補助を行っております。

住宅再建、帰還等を検討される場合は、住宅係へお問い合わせください。



29
自宅の現状（被害状況）

について

周りの家が解体してしまって、隣組にポツンと一軒だけに

なっています。近所の雑草がどんどん生い茂り、林のように

なってきて、あと１０年もしたら周りが林になってしまう

のではないかと心配です。

60代 女性

広報にて適時宅地等の適正管理をお願いしますと啓発しているところです。隣りの土地など場所を確定して

いただければ、町から所有者に対し適正な管理を伝えることは可能です。

30
自宅の現状（被害状況）

について

住んでいた家屋は解体し、現在は更地となっています。今

は雑木、草などが生い茂っています。高齢者となり草刈は

困難となりました。国県自治体東電等で除草はできません

か？個人での草刈は無理になりました。

70代 男性

ご事情は察しますが、国県自治体では個人宅の除草を行うことはできません。町では町内で活動している業

者を紹介のみとなります。

31
所有する墓地の維持・

管理・移転について

墓参りも数年に１度程度になっており、子供達から、墓じ

まいの話が出ており、悩んでいる。自分までは浪江町の墓

に入りたいのだが、他の方々はどうしているのでしょうか?

現住地に墓移転は金もかかるし、町民の状況を知りたい。

60代 男性

●墓地の管理・承継（墓じまい等）についてご相談をいただくこともありますが、お墓に対する考え方やご

家族の状況は、皆様それぞれに異なる背景がございます。役場の窓口や手続きだけでは、そういったご事情

についてまでは判りかねます。

●一部、大平山霊園に申し込んでいる方がおります。

32
所有する墓地の維持・

管理・移転について

年に３回の墓参りに行きます。足腰が弱り歩くことも困難

になると思います。せめて、墓の近くまで車で行ける様考

えてほしいです。
60代 女性

●民営墓地の個別な状況は役場では判りかねます。一度墓地管理者の方へ直接ご相談されてみてはいかがで

しょうか。

●町で整備した大平山霊園は整備しておりますが、各行政区で管理している墓については、町道管理もあ

り、優先順位で維持管理を行っているため、優先して整備することは困難な状況です。

33
所有する墓地の維持・

管理・移転について

年に５～６回は墓参りに行きますが、お墓だけは昔のまま

で自分達が来られなくなった時を思うと、心が痛みます。 70代 男性

お気持ちを真摯に受け止めており、ご心労お察しいたします。

34
賠償内容・

方法について

戻る人への手当を充分にお願いしたい。賠償も離れる人に

手厚く、戻る人には少ない現状。家の修繕にもっと手当が

ほしい。空き地の雑草がひどい。町経由でお願いしても改

善されない。法的に何かできないか。

50代 男性

●帰還される世帯に対しては「ふるさと住宅移転補助金」で引越し費用を支援しています。

●家の修繕について、町では町内にある住宅の再建費用、清掃費用、鳥獣害対策費用、引っ越し費用の支

援を実施しています。

さらに令和６年度からは、帰還した世帯の住宅再建時の費用に対する支援を創設するなど、町への帰還促進

を強化していますので、住宅再建、帰還等を検討される場合は、住宅係へお問い合わせください。

●土地の管理は法的には所有者が管理することとなっております。町は引き続き広報にて宅地の適正管理の

お願いをし、隣地にかかる雑草については、町から所有者に対し適正な管理を伝えることは可能です。

35
賠償内容・

方法について

熊の出没と人身被害のニュースをよく目にします。浪江町

も目撃数が増えており固体数も増えていると思われます。

自宅が山間部なので帰還前に駆除等の対策をしていただき

たい。原発事故から約１５年経つが、未だ日常生活で不便

を強いられている。東京電力の賠償も十分ではない。国が

主導して、賠償の実情を調査して、東京電力へ是正するよう

に求めて欲しい。帰還困難区域の除染を人が生活できる線

量まで確実に行ってもらいたい。

50代 男性

●ご指摘の通り、町内でもクマの目撃情報が増えている状況です。町では現在、イノシシ、サルなどの獣害

を防止するために各所に罠を設置し捕獲隊による捕獲活動を行っています。また、農地や宅地等にワイヤー

メッシュ等を設置する際の支援や追い払い花火の配布等を行っており、町民の方々自らが行う防護対策を行

いやすい環境づくりに努めております。

ご提案の「駆除」についてですが、山に入って行って積極的にクマを捕殺するような活動は現状困難です

が、これまでの活動をしっかりと継続しながら、人の生活圏にクマが入ってこないよう対策を講じてまいり

ます。

●日常生活でご不便があるということですが、個別のご事情による損害については文部科学省が設置してい

る原子力損害賠償紛争解決センター（ADRセンター）が相談を受け付けていますのでご利用ください。電

話：0120-377-155

●帰還困難区域の除染については国と連携し今後の対応を検討してまいります。

36
賠償内容・

方法について

早い時期に仮設からの脱出をしたいと思ったが一次の賠償

では資金が不足していた。早くしないと物件がなくなると

思って急ぎました。私は里山暮らしが性に合っているので

現在に至っています。東電賠償の基本は金をかけた分しか

賠償されないので全て使いました。浪江に帰って終末を迎

えたいと思っているが不動産の処分ができなければそれも

できない。

70代 男性

お気持ちを真摯に受け止めており、ご心労お察しいたします。

賠償については東電に、財産処分については個別の対応となりますので、不動産や司法書士等にご相談く

ださい。

37
所有する墓地の維持・

管理・移転について

駅前に住宅が有り、家、土地がなくなりました。近くに、

代わりに土地でも斡旋してもらいたかった。都市計画に協

力したので土地は協力した近くにほしかったです。金だけ

よこして、話し合いもしてなかった。

70代 男性

●駅前の土地の買収につきまして、代替地を希望される方にはご要望をお聞きした上で、個別に物件をご紹

介させて頂いております。今後はより丁寧なご説明、話し合いに努めてまいります。

●現段階では、地権者様の情報がないため、取得地番、過去の交渉記録等の確認ができないため、対応可

否が判断できない状況です。対応が必要な場合は、過去の経過を確認の上、対応の要否を判断いたしま

す。

38

賠償の取り組みの迅速化、

方針やスケジュール

の明確化について

賠償（廃炉が完了するまで）を続けること！精神的苦痛を考えて！

40代 男性

現時点で５次追補以降の賠償基準の変更に関する情報はありませんが、町民の精神的苦痛については引き続

き国と東電に伝えてまいります。

39 帰還したい

震災以前の浪江町は雰囲気や気候など住みやすい町と感じ

ており、今後も仕事場があれば戻りたいと考えています。

今後の更なる発展と復興を願っています。

50代 男性

お気持ちを真摯に受け止めております。

復興計画に基づき引き続き尽力してまいります。

40 帰還したい

浪江町は、ふるさとであり、戻りたいと考えていますが、

商店（ホームセンター、スーパー、飲食店ｅｔｃ）や医療

施設が少なく、生活が難しいです。たまごが先か、ひよこ

が先なのか、人が集まることが、大きな課題。公営でどん

どん町民の生活に必要な施設などを作っていただけたらと思

います。

60代 男性

要望の高い商業店舗について、駅前に町が商業施設（スーパー）を整備するほか、民間による店舗の進出を

促す施策を検討します。

また、引き続き、町内での生活環境（買い物環境）の充実に向け、誘致を行ってまいります。

なお、町としては駅前への商業施設整備を進めているところであり、これらの公設型の施設整備をきっかけ

として、その周辺へ民間の商業施設等が進出するよう、誘導してまいります。

41 帰還したい

浪江町に戻るとやはりなつかしさ、いろいろ思い出しま

す。これからのことはまだわからないけどいずれはまた浪

江に帰りたいと思います。

60代 女性

お気持ちを真摯に受け止めております。ご意見として承ります。

42 帰還しない
すでに避難先での生活が安定しており、町には戻りません

が、浪江町の復興を心より祈っております。
40代 男性

お気持ちを真摯に受け止めております。

復興計画に基づき引き続き尽力してまいります。

43 帰還しない

年に6～7回墓参りに行きます。請戸のお墓から眺める太平

洋の眺めは最高です。と同時にあの震災の恐ろしい日を思

い出します。複雑な心境ではありますが浪江町の景色や請

戸の潮風のにおいに気持ちがなごみます。生活基盤が整っ

た今は残念ですがもう帰れません。

60代 男性

お気持ちを真摯に受け止めており、ご心労お察しいたします。



44 帰還しない

自分の歳、体、医者、車の事を考えると帰りたいけど帰れ

ないというのが実情です。家も解体してしまい帰る家がな

くなり浪江に行く回数も減りました。夫は帰りたがってい

ますが、こちらに家を建てた事（借り上げ住宅を売るので

空けてほしいと言われ）によりお金もなくなってしまいま

した。こちらの家を売って又引越しをするのは疲れまし

た。でも浪江とつながっていたいんです。

70代 女性

お気持ちを真摯に受け止めており、ご心労お察しいたします。

45
帰還に関する

施策について

新しい浪江町の政策が多いですが、双葉郡に戻って行政等

で感じることは、帰還者に寄り添っていない！と皆が感じ

ている。何をするにも不便だし、改善するのはまだまだ先

の様です。これでは、若者の帰還者は居ないでしょう。私

の子供も、三人連れて帰還しましたが、良い環境が有れ

ば、他での生活拠点を薦めています。とても若者に住んで

くれとは言えません。

50代 男性

お気持ちを真摯に受け止めております。

復興計画に基づき引き続き尽力してまいります。

46
帰還に関する

施策について

衣・食・住が整わなければ、町には住めないと思う。無駄

な事に金を使っている。生活するのに必要な事に使い、

帰っても心配ないようにすべきです。

60代 男性

お気持ちを真摯に受け止めております。

復興計画に基づき引き続き尽力してまいります。

47
帰還に関する

施策について

周りを見ても、戻って生活しているのは高齢者ばかり。今

後、若い世代が戻ってこれる、戻ってきたい環境を作らな

ければならない。Ｊヴィレッジのようなサッカー場とか、

スポーツ施設や、小さな子供が遊べるような場所などを

作ってもらいたい。

60代 男性

●現在、屋外のスポーツ施設につきましては、令和6年度に改修が完了しました高瀬野球場で野球の練習・

試合の利用ができます。他にも、浪江駅西側のふれあいグラウンドでは、ソフトボール・サッカー・グラウ

ンドゴルフ等の利用をしていただいております。今年8月末には請戸地区に復興海浜緑地（多目的広場）が

供用開始され、敷地内ではパークゴルフ・グラウンドゴルフ・フットサル等でご利用いただけます。

また、屋内施設としまして、浪江駅西側にありますふれあいげんきパークでは、屋内遊具やボルダリングで

子供たちの遊び場として利用いただいております。

現在休止しています町内のグラウンドにおいても、利活用できるよう検討してまいります。

●若い世代の環境整備に向け、「なみえふれあいげんきパーク」は今年度より指定管理者制度へ移行いたし

ました。今後は民間事業者の自由なアイデアやノウハウを活かし、イベントの充実や利便性向上など施設の

さらなる魅力強化を図ります。今後も民間の活力を取り入れ、子どもの遊び場の充実に努めてまいります。

48
居住場所の

確保について

浪江町に戻りたいと思っています。改良した土地販売は

行っておりますが、場所が不便と考えています。車がない

と買い物が大変であると思います。町中（駅、町役場）周

辺の土地で戻る予定がない方々へ土地を譲渡すること、売

ること、（固定資産税を高くするなど）対策をとり、戻る

方へ優先的に購入できるよう要望したいです。住民が戻

り、家を建てれば町に税金を支払うため、将来的にみれば

良い方向へむかうと思います。

40代 男性

●固定資産税については、地方税法に基づいて土地、家屋、償却資産の評価額に応じて課税されるもので

あり、同一条件の固定資産に対して異なる税率を適用することは、公平課税の原則に反することから対応は

困難な状況です。いただいたご意見については庁内の関係部署へ共有・連携し、町全体として取り組むべき

課題として検討を進めてまいります。

●中心市街地の分譲地に関しては、現在販売中の区画（御殿南、上川原）がありますので、ご検討をお願い

します。なお、新たな分譲地の造成については現時点では予定しておりませんが、今後の分譲地の売買状況

や町内の住宅需要の変化を見極めながら、多角的に検討してまいります。

49
居住場所の

確保について

年に数回行きますが、家の周りには、住んでいる人がいな

いので寂しい状況です。将来、浪江に戻るとしても住居

は、駅周辺かな・・・という思いです。息子が中学生なの

でまだまだ先になると思います。
50代 女性

●お気持ちを真摯に受け止めております。

復興計画に基づき引き続き尽力してまいります。

●駅周辺への居住を希望されているとのことですので、新築、既存住宅を購入等の新たに住宅を取得される

場合は、住宅再建費用、引っ越し費用に対する支援を実施しています。

また、公営住宅への入居を希望される場合は、現在、JR浪江駅前に町営住宅の整備を進めていますので、

町への帰還を検討される際には、住宅係へお問い合わせください。

50
居住場所の

確保について

春・秋のお彼岸・お盆・妹・母の命日には毎年墓参りに

帰ってきます。古希も過ぎますとその往来は身体にこたえ

ます。

かつて父が建てた南深町の家の跡地にＵＲ建設が計画され

ていますが遅れ気味ですよね。ＵＲが完成したら入居した

いと考えています。ＵＲの完成が遅れると帰還も遅れま

す。早期完成を願っています。

70代 女性

駅前の公営住宅につきましては、令和９年度の完成を目指しております。世界情勢の影響による資材不足等

の懸念がありますが、工期内完成に向けて鋭意取り組んでおります。

なお、駅前に建設しますのは、UR賃貸住宅ではなく、町営住宅になります。

51
復興公営住宅への

入居について

公営住宅から公営住宅への転居をできるようにしてほしい。

60代 男性

公営住宅から公営住宅への転居は、原則としてできません。

ただし、「病気や高齢により階段の昇降が難しい」「家族の増減で部屋が狭い（または広すぎる）」といっ

た特別な理由がある場合は、認められることがあります。

詳しくは、町内の住宅は住宅係、町外の住宅の場合は運営する県及び視市町村へお問い合わせください。

52
復興公営住宅への

入居について

復興公営住宅へと考えていますが、１．２ＬＤＫでの１ケ

月の家賃を３万円以下にしてほしいです。たとえば二本松

市あたりです！
70代 男性

公営住宅の家賃は、公営住宅法に基づき、世帯の収入や住宅の広さ・築年数などに応じて決まる仕組みと

なっており、収入が低い方ほど家賃負担が軽くなるよう配慮されています。これは、住宅にお困りの方に、

低廉な家賃で安心して暮らしていただくための制度です。

ご希望の二本松市には、県の復興公営住宅がありますので、県にお問い合わせください。

53
復興公営住宅に係る

経済的負担について

復興公営住宅の家賃の決め方はなんとかならないもので

しょうか。特定の家族構成や低収入の方は、低家賃で入居

できていると聞く。入居をしたくても復興を目的とした住

宅なのに、入居は、難しくなっているなと思う。今後はど

こに住めるのか不安になる。これからの浪江町は、安心し

て年をとれる町になってほしいと思う。

50代 無回答

公営住宅の家賃は、公営住宅法に基づき、世帯の収入や住宅の広さ・築年数などに応じて決まる仕組みと

なっており、収入が低い方ほど家賃負担が軽くなるよう配慮されています。これは、住宅にお困りの方に、

低廉な家賃で安心して暮らしていただくための制度です。

各住宅の面積等によりますが、家賃がおおむね9,000円台から50,000円台となります。

また、入居の所得要件についても、状況に応じた配慮を行っています。

一般の公営住宅：一人世帯の入居基準額は月15.8万円です。

町内の町営住宅：震災時に町内にお住まいだった方は、所得要件を設けていません。

福島再生賃貸住宅：移住者の方も入居できるよう要件を緩和しており、一人世帯の入居基準額は月48.7万円

です。

54
除染作業の早期・

迅速・的確な実施について

帰還希望者から、除染するということに納得出来ない。こ

れまで、他所の除染もそうであったのなら仕方がないが、

１５年も除染を待たされて家に帰る予定がないのであれ

ば、除染はしないといわれているような気がする。帰る、

帰らないは、住民の判断で、まずは、すべての帰還困難区

域をすべて除染して、いつでも自由に自宅へ戻れるようにし

てもらいたいものである。なぜ、自分の家に帰るのに許可

をもらって帰らなければならないのか。すべての帰還困難

区域が除染を完了し、解除されるのは何年の何月なのか、

知りたい。自分が生きている間には解除されるのだろう

か？

60代 男性

「帰還困難区域の今後」につきまして、震災・原発事故から１５年が経ち第３期復興・創生期間に入った

今、様々なご不安やご懸念を抱かれているお気持ちを真摯に受け止めております。特定帰還居住区域につい

ては、2020年代をかけて帰還意向のある住民全員が帰還することができる環境を整えることを目標にして

おり、帰還困難区域の解除については1.除染がおおむね完了、2.インフラ復旧、3.住民との十分な協議が必

要となります。また、町といたしましても、皆様が安心して戻れる環境づくりに向け、帰還困難区域の除染

並びに解除にむけて引き続き国に働きかけてまいります。



55
除染作業の

実施箇所等について

津島地区に住んでいました。津島は森林地域がほとんどの

ため、森林地域の大部分の除染を行わなければ帰還するの

は難しいと思う。

60代 男性

●ご指摘の通り、津島地区の大部分が森林となっており、森林除染については技術的に実施が困難という状

況でもあります。除染とは別の文脈にはなりますが、令和７年度には林野庁により、帰還困難区域を含む

高線量地域での森林作業のガイドラインが策定されましたので、そのガイドラインに従いながら森林整備を

行っていくことが可能となりました。

●除染とは異なりますが、今後は国有林整備を国にしっかりと求めながら、民有林については所有者によ

る森林整備が困難な状況が継続しておりますので「ふくしま森林再生事業」を活用しながら町でも森林整備

を進めていきます。

56
除染作業の

実施箇所等について

震災から１４年が過ぎやっと行政区も除染が始まったが、

すべてが対象にならず今後、次々計画に入れていただきた

いです。山林に面している家屋もあるので、敷地から２０

ｍまでで除染がストップされても、上から線量の高い水が

流れてくるので、生活できる状況にない。国の責任でやっ

てほしいが、活動を自己責任で自由化、幕引きも図る政

府、どちらが被害者か加害者か分からなくなってきてる現

状です。目の前の山林は除染してほしいです。帰りたいと

思っても病院もなく、車の運転もいつまで出来るかわから

ない。現在も週２回のペースで浪江に通っています。気持

ちが安らぎます。線量が高いということで、これまで除染

が遅れ、これから解除になったらどうしたら良いか。営農

は不可能。頭が痛い。これからの解除時期については、す

べての農地が除染終了してから、お願いしたいです。

70代 男性

令和8年10月から3回目の帰還意向調査・営農意向調査を実施します。この調査を基に、特定帰還居住区域

復興再生計画の区域再編を目指し、引き続き特定帰還居住区域の除染・解除並びに山林の除染についても

国と協議してまいります。

57
除染作業の

実施箇所等について

中山間地域では家屋周辺の山林原野や農地を除染しないと

生活が成り立たない。
70代 男性

国と連携し今後の対応を検討してまいります。

58
除染作業スケジュールの

明確化について

復興復興と言って戻って来たら人の住む状態ではない。周

りを見れば雑草が生い茂っている。隣り地区が除染が進ま

ずいつになるのか。敷地内に野菜を作れば動物に食い散ら

かされ楽しみにしていた作物を見てがっかりでした。震災

後猪苗代に避難した時に東電の説明会があり、「元通りの

生活にします。」と言ったことばはいつになるのかなあ。

70代 男性

家庭菜園での鳥獣被害についてご心労をおかけしております。町では現在、イノシシ、サルなどの獣害を防

止するために各所に罠を設置し捕獲隊による捕獲活動を行っています。また、農地や宅地、家庭菜園等にワ

イヤーメッシュ等を設置する際の支援や追い払い花火の配布等を行っており、町民の方々自らが行う防護対

策を行いやすい環境づくりに努めております。

今後も継続的に、周辺の環境整備にあわせて鳥獣対策も並行して実施し、人の生活圏と鳥獣の活動エリアの

すみ分けをはかってまいります。

59
除染作業スケジュールの

明確化について

早く帰りたいと思って自分家の周りは草刈りとか手入れを

しているのだが、いつになったら除染が始まるのか。私達

の家の方が始まって来れるのか年数が経ち過ぎる。立ち入

りをもう少し自由に出来れば。

70代 女性

特定帰還居住区域復興再生計画により2020年代をかけて帰還意向のある住民全員が帰還することができる

環境を整えるとしております。また、除染については環境省で進めており、帰還困難区域の解除に向けて引

き続き国と協議してまいります。

60

復旧・復興の進め方

（地域の開発、再編、その

他）について

今ではほとんど浪江に行く機会がなくなってしまいました

が、用事があって行った際には街の風景がどんどん変わって

いくことに驚いています。今後も、帰還住民だけでなく移

住者も巻き込んだまちづくりを進めていただき、懐かしさ

と新しさが混在する素敵な町になってほしいです。

40代 男性

浪江駅周辺整備事業では、駅周辺のにぎわいを取り戻すために各種施設等の整備を進めております。

本事業においては、モニュメントの設置等により、震災前の浪江町の懐かしさを感じていただく取り組み

を実施しながら、帰還住民や移住者が、魅力を感じ、集い、活気を生み出すための整備を行っており、今後

も懐かしさと新しさを備えた魅力あるまちづくりに取り組んでまいります。

61

復旧・復興の進め方

（地域の開発、再編、その

他）について

教育施設が足りないと感じます。また、交通の電車の時間

が足りなく、人が集まる施設が無いので、テーマパークま

でとは言いませんが、あれば賑やかになると思います。
50代 女性

教育施設に関しては、現在「なみえ創成小・中学校」にて少人数教育やＩＣＴを活用した先進的な学習環境

を提供し、機能確保に努めています。今後も帰還・移住されるご家族や児童生徒の動向を注視しながら、

町に求められる適切な教育体制や施設のあり方について検討・対応を進めてまいります。

62

復旧・復興の進め方

（地域の開発、再編、その

他）について

町が少しずつ整備され、企業の誘致や、農業・水産業が

徐々に進んでいる点に希望を持っています。頑張ってもら

いたいです。

60代 女性

応援のお言葉ありがとうございます。引き続き、産業再生とそれによる雇用の確保を進め、町民の方々に希

望を持っていただけるような取り組みを進めてまいります。

63
ライフライン・インフラの

整備について

１１４号線の道路を早めに拡張して欲しい。また、今の１

１４号線の脇の草、木を整備して欲しい。帰還困難の土地

の草刈り等を年に一度でも良いのでやって欲しい。

50代 男性

●道路改良と適切な維持管理を、道路管理者である福島県に対して引き続き要望してまいります。

●これまで帰還困難区域等での森林整備は実施できませんでしたが、令和７年度に林野庁により、帰還困難

区域を含む高線量地域での森林作業のガイドラインが策定されましたので、そのガイドラインに従いながら

森林整備を行っていくことが可能となりました。

●ご指摘の１１４号線脇の森林についても、今後は国有林整備を国にしっかりと求めながら、民有林につ

いては所有者による森林整備が困難な状況が継続しておりますので「ふくしま森林再生事業」を活用しなが

ら町でも森林整備を進めていきます。

●ご事情は察しますが、国・県・自治体では個人宅の除草を行うことはできません。町では町内で活動して

いる業者を紹介のみとなります。

64
ライフライン・インフラの

整備について

浪江までのアクセス道路の整備が遅い（無い）。川内や双

葉は、中通りとの利便性さらに、高速道とのつながりが良

い。１１４号線整備、高規格道路の敷設を、県、国に強く

働きかけてほしい。教育施設が旧校舎の使い回しではな

く、大熊や広野、川内のように、新設計によるより良い教

育環境が実現できるような校舎を新設して欲しい。

60代 男性

●福島県において、復興拠点や産業拠点とのアクセス強化に必要な道路整備を進めていくとしていることか

ら、速やかな道路整備を県に引き続き要望してまいります。

●現在の創成小・中学校は、町内の学習環境を早期確保するため既存校舎を改修し活用しており、小・中学

校が連携の上、学校運営を進めております。学校整備には長期計画が必要となるため、今後の児童生徒数

の推移や復興状況を見極めつつ、中長期的な視点からどのような教育環境が望ましいか慎重に検討を重ねて

まいります。

65
ライフライン・インフラの

整備について

最低年１回くらいは町の行事に（十日市）町のバス出てま

したがここ数年は有りません。８０才以上の人は免許返納

した人もいるので町では考えて下さい。

80代 男性

昨年度は、郡山市及び南相馬市の復興住宅の避難者を対象とした送迎バスを避難先の社会福祉協議会が企

画し運行しておりました。

避難先の社会福祉協議会が企画・立案している事業ではありますが、その際はご利用ください。

66
医療施設の復興・

充実について

病院や、クリニック（総合病院や、専門的なクリニックな

ど）、眼科や、皮膚科とか新しく作って欲しい。 40代 男性

診療所内に専門科目の増設するのではなく、近隣の医療機関と連携を図りながら対応させていただいており

ます。

67
医療施設の復興・

充実について

地元の意向が十分に盛り込まれた事業への十分な援助をお

願いしたい。例えば医療機関の充実など。救急車での遠方

までの搬送を考えると帰還者や新規入所者の希望は薄れる

のでは。

60代 男性

療所内に専門科目の増設するのではなく、近隣の医療機関と連携を図りながら対応させていただいておりま

す。救急の場合などは、特に専門性の高い医療機関や、救急対応が可能な医療機関の協力を得て対応してお

ります。

68
医療施設の復興・

充実について

診療所はありますが…整形外科　皮膚科　眼科あると良い

です。原町まで行くのは高齢者には辛いです。朝早く出て

順番取るし…１日かかります。

70代 男性

整形外科については毎週1日開設しております。その他の専門病院については、診療所だけでは対応が難し

く、近隣町村の医療機関と連携することで、対応させていただいております。

69
行政や東電の

対応について

可能な限り、浪江町の復興支援を継続してほしい。
60代 男性

復興計画に基づき引き続き尽力してまいります。



70
行政や東電の

対応について

帰還困難区域の、宅地・家屋の早急な買い取り。売却希望

者→東京電力及び国が、責任を持って買い取るべき。他県

に避難し、高齢になり、土地の管理が出来ない。※土地の

国／町への譲渡は出来るのですか？東日本大震災／原子力

発電事故は、過去にない重大事故だと思います。今までの

法律ではなく、重大事故にあった法律を作り被災者を救済

するべきだと思います。原子力発電事業は国策で有る以

上、国は、被災者を最後まで見捨てず救済して頂きたい。

70代 男性

お気持ちを真摯に受け止めており、ご心労お察しいたします。

町への土地の寄付等は受付していませんが、国への寄付は相続土地国庫帰属制度があります（手数料の支払

いあり）。被災者支援等については引き続き国に要望してまいります。

71
行政や東電の

対応について

現在、自宅へは雪が降らない限り雨の日も月に1回帰ってお

ります。私達は移住の為津島を購入し、主人は仕事の関係

で住民票を移動する事が難しかったので私の住民票を移動

致しました。兼業農家となり農業委員会のセミナーを受け

トラクターやユンボも購入し、着々と移住準備を進めてお

りました最中に帰還困難区域になってしまいました。上記

経緯により、賠償請求も二転三転（被災者として認めない

→認める→認めない→その後連絡なし）致しました。60歳

を過ぎた頃突然、未賠償請求の通知が届きました。東電の

対応を、人としてどの様に理解したら良いのか悩んでおりま

す。

70代 女性

お気持ちを真摯に受け止めており、ご心労お察しいたします。

東電には真摯に対応するよう指導してまいります。直接請求が困難な場合は国の機関であるADRセンターや

NDFでも相談を受け付けていますのでご利用ください。

72
情報の開示・

発信について

高瀬川、室原川、大柿ダムは、今でも釣り禁止です。いつ

になったら渓流釣りが出来る様になるのか？原発から拡散

された放射性物質から出される放射線のレベルの数値が幾

つになればOKなのか？それは何年後なのか公表して欲し

い。請戸漁港内の釣りは、今でも禁止の看板が掲示されて

います。なぜ釣り禁止なのか理由を説明して欲しい。かえっ

て原発処理水の海洋放出との関連性を疑われてしまうので

はないでしょうか。釣り、山菜とか茸採り、いつになった

ら出来る様になるのか？震災前に好んでやっていた趣味

が、何一つ出来ない。私にとっては、何一つとして復興して

いません。

60代 男性

●ご心労をおかけしております。高瀬川や室原川での釣りにつきましては、未だに淡水魚から基準値を超え

る放射線量が検出されており、遊漁再開の具体的な時期をお示しすること、何年後に可能となるのかの予測

等を確定的にお示しすることが難しい状況です。

●F-REIや関係機関とも連携し、放射線量の動態予測や遊漁再開に向けた検討を積み重ねてまいります。

●請戸漁港での釣りについては、震災前から漁港エリア内は原則釣り行為が禁止されておりました。その中

でも釣りを行っていた実態もあったかと思いますが、現状、漁業者や漁協関係者が請戸地区に居住等もして

おらず、釣りの際に万が一の事態があった際などの安全管理上もリスクが高い状況であることから、改めて

港湾施設内での釣り禁止の旨の表示をし、厳格に釣り行為をお断りしている状況です。なお、海水魚につい

ては現状、放射性物質の影響は見られておりませんので、処理水放出と釣り禁止の因果関係はありません。

73
情報の開示・

発信について

第１、第２原発廃炉後どの様に復旧するのか、何年掛かる

のか知りたい、また、廃炉中、再度事故は発生しないの

か、原発は安全と聞いていましたが大きな事故があったの

で今後心配です。

70代 男性

ご心労お察しいたします。

原発の廃炉に関することは東京電力の対応となります。

74
対応の長期化、

遅れについて

すでに、総理大臣名で避難させられてから１５年も経ち、

人々は、避難先で生活基盤が出来て、その地域から容易に

去れなくなっている。その場所で生活するゆえ土地を買

い、家を建てればすでに支援金はない、この状況でふる里

へ帰れといわれても、そこで家を建て、生活を始めるに

は、また支援を受けなければ無理です。又、５年くらい

で、帰れたら、いろいろ仕事もできたと思うが、１５年以

上ですよ、できることもできなくなっています。

60代 男性

お気持ちを真摯に受け止めており、ご心労お察しいたします。

復興計画に基づき引き続き尽力してまいります。

国と連携し今後の対応を検討してまいります。

75
行政に対する

謝意、励まし

避難先から墓参りに行く際には、必ず自宅に立ち寄りま

す。今は納屋しかありませんが、当時の情景などが想い出

されます。いつかはまた浪江町に戻って住みたいです。浪

江町の発展に携わる関係者の皆様には尽力していただき感

謝の気持ちでいっぱいです。イベントもいろいろと考えてく

ださり素晴らしいと思います。

50代 男性

お気持ちを真摯に受け止めております。

復興計画に基づき引き続き尽力してまいります。

76
行政に対する

謝意、励まし

年に０～２回程浪江に行きます。もう建物はないけれど以

前住んでいた場所や母校、お墓参り、道の駅、海岸に寄っ

たりぐるりと回ってみます。新しい施設や住んでいる人も

他県からの移住者も多いときき浪江町の維持や復興に携

わってくれてる方に感謝の気持ちもありつつ、自分が過ご

していた頃の町並みはなく、少し寂しさも感じます。

50代 女性

お気持ちを真摯に受け止めております。

復興計画に基づき引き続き尽力してまいります。

77
行政に対する

謝意、励まし

高齢になり浪江に戻る事が出来なくとても残念に思いま

す。墓参りや友人達と時々、浪江に行っては楽しみながら

思い出話しをすると気持ちがおだやかになります。これか

らも出来るだけ足を向けて行きたいと思っていますので浪

江の復興見て行きたいと考えています。頑張って下さい。

70代 女性

お気持ちを真摯に受け止めております。

復興計画に基づき引き続き尽力してまいります。

78
今後のエネルギー

政策について

原発被害は、これだけ長期に影響を与えることを日本国民

は、知っておくべきで、安易な判断のもとで、原発の再稼

動や原発促進について進むべきではない。
50代 男性

原発に関することは東京電力の対応となりますので、ご意見として承ります。

79
今後のエネルギー

政策について

基本的には原子力が必要である。ＢＷＲやＰＷＲではなく

新しいタイプの原子力発電所を作る必要性があると感じ

る。何故と言うと送電線があり、福島第二原子力発電所は

廃炉だけど新規タイプ原子炉作れば雇用と産業発展につな

がる。反対派は多いと思うが、日本の将来のため、電気が

なくなったら、原子力より怖いと思う。

70代 男性

原発に関することは東京電力の対応となりますので、ご意見として承ります。


